
問　

国
道
10
号
の
渋
滞
緩
和

に
向
け
て
、
過
去
に
姶
良
市

と
市
道
小
田
小
浜
線
の
延
長

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
経
緯

が
あ
る
が
、
今
後
、
ど
の
よ

う
な
対
応
策
で
渋
滞
を
緩
和

し
て
い
く
の
か
。

答　

こ
れ
ま
で
姶
良
市
と
協

議
し
、
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
工

事
を
必
要
と
す
る
施
工
区
間

が
あ
り
、
大
き
な
財
政
負
担

を
理
由
に
、
合
意
に
至
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
国
や
県

に
要
望
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
た
が
、
国
道
10
号
の
バ
イ

パ
ス
で
あ
る
隼
人
道
路
の
４

車
線
化
早
期
完
成
に
向
け
、

姶
良
市
と
と
も
に
国
へ
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
令
和

６
年
度
の
完
成
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
隼
人
〜
加
治
木
イ

ン
タ
ー
間
の
無
料
化
や
割
引

等
の
要
望
を
行
い
、
交
通
量

の
変
化
な
ど
注
視
し
て
い
く
。

霧
島
公
民
館
の
方
向
性
は

問　

霧
島
公
民
館
は
、
耐
震

性
が
な
い
た
め
解
体
、
機
能

移
転
と
し
て
い
た
が
、
最
終

的
な
結
論
は
ど
う
か
。

答　

建
物
の
状
態
や
立
地
条

件
が
良
好
な
霧
島
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
機
能
移
転
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。
今
後

は
、
公
民
館
利
用
者
や
地
域

住
民
に
対
す
る
説
明
、
利
用

実
態
等
に
関
す
る
調
査
を
実

施
し
令
和
６
年
度
の
移
転
を

目
指
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
消
防
行
政
に
つ
い
て

・
防
災
行
政
無
線
の
活
用
に

つ
い
て

問　

旧
国
分
市
は
、
農
業
の

ま
ち
で
農
閑
期
に
は
出
稼
ぎ

や
就
職
で
都
会
へ
出
て
い

た
。
そ
れ
が
、
商
工
業
の
ま

ち
へ
大
き
く
変
わ
り
人
口
が

増
え
た
の
は
、歴
代
市
長
が
、

ど
こ
の
市
町
村
よ
り
も
早
く

企
業
誘
致
に
力
を
入
れ
、
雇

用
の
場
を
増
や
し
た
か
ら
で

あ
る
。
企
業
誘
致
は
、
雇
用

を
生
み
地
域
経
済
を
潤
す
最

も
効
果
が
早
く
出
る
手
法
だ

と
考
え
る
。
中
重
市
政
で
の

新
規
や
増
設
の
企
業
数
と
、

何
人
の
新
規
雇
用
が
あ
っ
た

か
。

答　

平
成
30
年
度
か
ら
の
企

業
誘
致
の
成
果
と
し
て
、
新

設
は
10
件
、
増
設
は
５
件
で

あ
り
、
３
０
１
人
の
新
規
雇

用
を
創
出
し
て
い
る
。

問　

誘
致
企
業
や
進
出
企
業

を
定
期
的
に
訪
問
し
、
企
業

が
用
地
等
で
困
り
、
市
に
相

談
さ
れ
た
場
合
は
、
積
極
的

に
協
力
で
き
な
い
か
。

答　

誘
致
企
業
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
相
談
な
ど
に
は
、
懇
切

丁
寧
に
応
じ
て
地
域
経
済
を

支
え
る
企
業
と
し
て
、
持
続

的
に
発
展
し
て
い
く
よ
う
迅

速
か
つ
的
確
に
最
大
限
の
支

援
に
努
め
た
い
。

問　

令
和
４
年
10
月
に
、
全

共
が
霧
島
市
で
開
催
さ
れ
る

が
、
本
市
の
取
組
状
況
は
ど

う
か
。

答　

９
月
に
、
あ
い
ら
地
域

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
出
品

対
策
協
議
会
主
催
に
よ
る
繁

殖
雌
牛
郡
区
の
集
合
調
査

会
、
11
月
に
本
市
独
自
の
集

合
調
査
会
を
実
施
し
た
。
県

推
進
協
議
会
か
ら
は
、
今
後

の
飼
養
管
理
の
方
針
に
助
言

が
あ
っ
た
。
今
後
は
、
選
抜

段
階
を
迎
え
た
繁
殖
雌
牛
の

管
理
技
術
の
指
導
や
若
雌
な

ど
の
新
た
な
候
補
牛
の
掘
り

起
こ
し
を
行
い
、
専
門
指
導

員
の
巡
回
や
関
係
機
関
、
団

体
と
の
緊
密
な
連
携
に
よ
る

取
組
の
強
化
を
図
っ
て
い

く
。

危
険
な
公
共
施
設
の
解
体
を

問　

旧
牧
園
高
校
畜
産
科
の

校
舎
と
旧
高
千
穂
保
育
園
の

施
設
を
早
急
に
解
体
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　

両
施
設
と
も
建
築
後
60

年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
。
今
後
は
、

敷
地
内
の
除
草
を
含
め
た
管

理
に
加
え
、
建
物
の
解
体
を

検
討
し
て
い
く
。

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問　
　

20
人
が
一
般
質
問　

市
政
の
〝
そ
こ
〞
を
質
す
！
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木
野
田
　
誠  

議
員

小
浜
地
区
の
国
道
10
号

渋
滞
解
消
策
は

企
業
誘
致
の
状
況
と

誘
致
後
の
係
わ
り
は

厚
地
　
覺  

議
員

第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

鹿
児
島
大
会
に
向
け
て

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問　

小
規
模
小
学
校
の
現
状

と
今
後
の
在
り
方
は
ど
う

か
。

答　

霧
島
市
の
小
学
校
の
う

ち
、
12
学
級
未
満
の
小
規
模

校
は
24
校
で
、
そ
の
う
ち
６

学
級
未
満
の
極
小
規
模
校
は

16
校
で
72
名
が
通
学
し
て
い

る
。
小
規
模
校
で
は
、
児
童

の
人
間
関
係
が
固
定
化
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
考
え
方

に
触
れ
に
く
く
、
教
師
の
指

導
技
術
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。
平
成
29
年
５
月
「
こ
れ

か
ら
の
公
立
学
校
等
の
あ
り

方
」
の
中
で
、
１
学
級
以
下

の
状
態
が
発
生
す
る
と
見
込

ま
れ
る
場
合
や
当
該
小
学
校

区
の
保
護
者
や
地
域
住
民
の

合
意
形
成
が
な
さ
れ
、
同
地

区
か
ら
統
廃
合
を
希
望
す
る

申
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
有

識
者
か
ら
な
る
「
霧
島
市
小

中
学
校
規
模
及
び
通
学
区
域

等
適
正
化
審
議
会
」
に
諮
問

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

適
正
な
森
林
管
理
を

問　

森
林
管
理
制
度
の
現
状

は
ど
う
か
。

答　

森
林
経
営
管
理
制
度
を

円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
令

和
元
年
度
か
ら
森
林
経
営
計

画
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
森

林
所
有
者
に
対
し
、
森
林
管

理
に
関
す
る
意
向
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
経
営
管
理
を

委
託
し
た
い
旨
の
回
答
を

し
、
協
議
が
整
っ
た
森
林
所

有
者
の
森
林
は
、
経
営
管
理

権
を
取
得
し
た
上
で
、
計
画

的
に
間
伐
等
の
森
林
整
備
を

実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

問　

今
年
、開
催
さ
れ
た「
霧

島
市
農
商
工
連
携
が
ん
ば
ろ

う
市
」
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

を
一
過
性
で
な
く
、
継
続
的

に
中
山
間
地
域
で
開
催
す
る

考
え
は
な
い
か
。

答　

霧
島
ふ
る
さ
と
祭
実
行

委
員
会
に
よ
る
「
霧
島
ふ
る

さ
と
祭
」
が
お
祭
り
広
場
駐

車
場
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、農
大
跡
地
で
開
催
し
た
。

今
後
の
開
催
等
は
、
社
会
情

勢
や
市
内
の
行
事
等
を
考
慮

し
な
が
ら
、
同
実
行
委
員
会

に
お
い
て
協
議
さ
れ
て
い
く

も
の
と
考
え
る
。

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
存
続
の
た
め
に

官
民
で
知
恵
を
絞
ろ
う

問　

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
吉
松
〜
隼

人
間
の
利
用
促
進
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

10
月
20
日
に
、
肥
薩
線

利
用
促
進
・
魅
力
発
信
協
議

会
の
構
成
自
治
体
と
共
に
Ｊ

Ｒ
九
州
本
社
を
訪
問
し
、
被

災
し
た
区
間
の
早
期
復
旧

や
、「
は
や
と
の
風
」
を
活

用
し
た
修
学
旅
行
の
誘
致
に

つ
い
て
協
力
を
依
頼
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

・
戦
争
遺
品
資
料
館
（
平
和

会
館
）
の
建
設
と
戦
争
遺

構
に
つ
い
て

問　

将
来
、
認
知
症
な
ど
で

判
断
能
力
が
低
下
し
頼
る
人

が
い
な
く
て
も
、
成
年
後
見

制
度
を
利
用
す
れ
ば
安
心
で

あ
る
。
本
市
は
本
事
業
を
社

協
に
委
託
し
て
い
る
が
、
利

用
促
進
を
推
進
す
る
な
か
で

の
役
割
分
担
は
ど
う
か
。

答　

社
協
は
当
制
度
の
実
務

を
、
市
は
国
の
方
針
を
示
す

と
共
に
、
委
託
元
と
し
て
社

協
と
積
極
的
に
連
携
を
図
っ

て
い
る
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と

未
来
を
守
る
取
組
を

問　

国
は
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
対
象
者
に
届
け
る
よ
う
示

し
て
い
る
。
現
在
、
多
く
の

市
町
村
が
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

個
別
送
付
を
行
っ
て
い
る

が
、本
市
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　

本
市
で
も
対
象
者
が
ワ

ク
チ
ン
の
検
討
・
判
断
が
で

き
る
よ
う
個
別
に
送
付
し

た
。

問　

高
校
１
年
生
は
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
が
届
い
て
か
ら
接

種
ま
で
に
時
間
的
な
余
裕
が

無
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

期
限
を
過
ぎ
て
も
接
種
を
受

け
ら
れ
な
い
か
。

答　

現
高
校
１
年
生
に
限
っ

て
対
応
し
て
い
く
。

松
元
　
深  

議
員

愛
甲
　
信
雄  

議
員

小
規
模
小
学
校
の
今
後
は

農
商
工
連
携
で
中
山
間

地
域
に
元
気
を

鈴
木 

て
る
み  

議
員

成
年
後
見
制
度
の

利
用
促
進
を

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で
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池
田
　
綱
雄  

議
員

旧牧園高校畜産科の校舎

がんばろう市の様子

厚
労
省
作
成
の

新
し
い
リ
ー
フ
レ
ッ
ト


